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カユ纏詰の細菌事的研究

第 1報 二、三のカェ樺詰の膨脹について

井上 安之助・谷川 英 -(水産食品製造事教室〉

BACTERIOLOGICAL STUDIES ON CANNED CRAB. 

I. BACTERIOLOGICAL STUDIES ON THE SWELLING OF CANNED CRAB. 

Yl1sullosuke INOUE and Eiichi TAl¥TIKA W A 

(Facnlty of Fisheries， Hokkaido University) 

The au七horshave studied from the view poi凶 ofb!¥cteriology七hecl1use of他。

飢 vellingof the canned crab. 
Aerobicl111y and anl1erobicaUy i日01叫edbl1c旬riawere facultωive anaerobes・ These

bacteria were short rods， alld 1111 formed色hermoもolerl1nもsporesrespectively. 

All the自trainsof bacteril1 resembled Bac.同 esenteriCl!/i vulgatus. The auもhorhas confirm-

ed the c九useof swelling of the cl1nned cmb by reinoculating the i自oll1tedbacteria inもo

the cl11Uled crah-mel1t. 

タラパ蟹躍詰の膨脹確に闘する細菌皐的研究は従来.J.Weillzirl(3) (1919)、E.W. Cheyney(S) 

(1919)氏等によ P、叉本邦に於ては底内普八(3) (1922)、清水淳三(1) (1932)、武田志蹴之輔(宮〉

(1935)、原野康生川 (1937)、小野豊樹(4) ~1938)、木村金太郎、朝倉清見(3) (1948)氏等によ

って報告されている。

偶々昭和25年度秋より昭和初年度にかけfiJJI路の00産業株式含吐-工場及びその周謹の工場

に於て生産され，たタラパ蟹傭詰中原因不明。膨脹耀D設生を見、工場によっては相営数量の該

製品を生じたものもあるとの報告を受け、弓たいで00漁業株式合枇稚内工場製品中同じく膨脹

健が費生し、前記雨枇よりその原因に就て試験研究を依頼され、提供された試料K基き営研究

室に於て本研究を行うとと Lした。

貫 験 の 部

1.賓験 材料

本質験に供せる試料は00産業株式舎粧工場製品 3纏、 00漁業株式合祉稚内工場製品 2健

計 5鱒で、賓験の便宜上前者を A，B，C鱒に分け、後者を 0，E鰭とし以後賓験には凡てと

D呼稀を以てナる乙と L した。さたに貫験試料の大要~第 1 表 (A)， (B)に示す。

A，B，C鰭は恒湿器 (370C)にて加温中何れも一週間以内に膨脹し、 D，E臨は最初よ P雨
面膨脹せるもりである。

供試躍。原料は投網後どの位の時日を経過して揚網され，慮理されたもoであるか、との賦判

然としないが、漁携作業む都合上 A，B，Cは約2週間位、 D，E は9日目位で揚網をされた

もCO'l5'あると報告を受けている。
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第 1表 (A) 試料に記故せる事項〉

ι七三~II A 
t u t 

間

同

た
一
左

1FJ I1竺
00漁業稚内工場 同 友

製議月日 26. 1. 16 26. 1. 27 .26. 1. 16 26. 3. 10 

原料鮮度 1 良 | 良 | 良 | 、 ! 

殺菌 5Lb，. 5 Lbs. 5 Lbs. 5 Lbs. 
魅力、時間 時間20分 1 ，専問20分 時間♀O分 時間20分 時間20分

等 級 l 雌蟹 E 雌蟹 F 一 等 品 l 一等品 1 一等口

摘 要 l註山 1.加温検査せ比良|食日原料庭瑚、|原料は工場搬入| 目 F 

(五五42)l i品 !刷検査シ H同|品長選齢15時 l 円 ι 

第 1表 (s) 開曜 時 献 態

ぷ~II A B C D B 

pH 6.2 

|疎カ無し E車力無 し|弾力無し 目撃

紺キ赤鰯色 暗 赤偽色|良品と余り第百
ない

良品と余り重軽り
酸 敗 臭 酸 敗 臭 酸1i.~ 、

1同消粉々透明を依〈
赤褐色をなす

調 渇 i困

28.50 18.68 16.00 

5.8 6.4 6.8 

同 左 同 ft if主(3)

カ無し内
一
色
一
香

質 11弾力無し

海 11;赤備色

臭
一
濁

良
一
敗味 11酸飲 臭

湖
一

内
υ

一

一
2
J

一
%
一

回
同
一

汁
一
基
野

塩
町

性
量
一

一後素一

液
一
揮
窒 12.20 

6.8 

巻締朕態 註侶} 同 左

摘 要 1A，B，c，D，E 各纏共レラッカー纏にして開、青斑共に認められない。

註 ll) 前日原料慮理、加湿開始後6日目に膨脹、1O'Cの室温に放置したる時 Flat 獄を呈し、再加湿し
たるとき再び膨脹後 S!Jringer歎となり、倉庫に保管したるも叉 Flat肢か呈可。

白)第一巻締粉々弱〈金慢に綬き波を認む。又接合部に於てカプノレ傾向わり。

(3) 巻締獄態良好なるも接合部に於げるカバー・ 7 ツクの巻込少なしく字国量多きため〉。

2. 細菌の分 離

先づ前記5種の耀詰ο表面をア凡コール殺菌し、無菌的にIJ孔を穿ち殺菌ピペット及びピン

セットにで夫々液汁、肉片を採取、各試料に就きさた記¢培養基に注入し培養する。

!¥.普通プイヨン各々 1，蟹肉少量) a'. 普通プイヨン各々 1(蟹液汁約 0.5c心・〕

b. 肝々プイヨン各々 1(蟹液汁手.JO..5c.c.) c. .Lf板培養各々 1(蟹肉少量)…好議的

c'.平板培養各，1( 1 (蟹液汁約0.5cι〉…好気的

c， c' は普通寒天培養基入 P の試験管夫々 2 本宛湯煎鍋に入れて器解し 50.~60.0 主主放冷し

之に前記の如く液il各び肉片を入札、ベト qー皿に流し込み好気的に培養する。

d. .Lf板培養各々 1(蟹肉少量〉・・嫌気均 d'.同左各々 1(蟹液汁約0.5c.c.)・嫌気的

d， d'は葡萄糖寒天培養基入 to試験管夫々 2本宛湯煎鍋に入れて滞解し 50."，60'0迄放冷

し才.に液汁及び肉片を入れ，ベトリー皿に流し込み嫌気的(改良 Mrmteufel式嫌気菌培養法〉
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培蓑法に従い培養する。

。.高居法による嫌気菌屠養各々 1-2

滅菌生理的食塩水 9cふ左入れた試験管3本主と 1組として第 1番目の試験管に蟹液汁 1c.c.を

械菌ピベットにて採取したものを注入して充分脹麗し、与えに之より 1cふを採取して2番目白

試験管二に注入し、突いで同じ方法により 2番目の試験管より 1cι 採取して 3番目の試験管に

注入して 3段階に稀揮する。との各々よりピペットにで稀樺度。異なる液約 0.5cc.吸い上げ

予め溶解放冷せる葡萄糖寒天培養基の試験管3本に夫々流し込み稀樺度の高いものより Burri

氏管に注入して固化させる。

以上ο培蓄基を恒湿器に入れ， 37"0に保ち菌ο護育を翻察するに A，B，O は 1霊夜-1霊

夜字、 D，E は1霊夜-1霊夜今、おそくも 2聾夜にて好策的、嫌気的何れにもよく愛育し、

特に Bnrri 氏管にて培養せるものはガスの費生著しく亀裂を生じた。叉卒板培養、高居培養

共に汚向色の集ぢの護育を認めた。

ヨたに前記の培養基より釣菌し細菌を純粋分離培養する。即ち肉及び液を接種せる平板培養の

集落を白金綿巴てまり菌し、寒天斜面に句集的に移植培養する。

叉葡萄糖寒天0 斜面培養基を用い Burri 氏の嫌気a性培蓑法により嫌気的に分離培養する。

Blll'叫 氏管よ P誠菌せる小刀にて培養基を無菌的に切断し、之をベト1]-皿に入れ白金繰で

釣菌し、予め用意せる葡萄糖寒天白斜面培養去に接種し Burri 氏嫌策性培養により嫌気的に

分離培養する (5)。

以上の分離菌を接種した培養基を 37
0

0の恒温器に入れその護育欣態を観察するに各菌共1

書夜-2霊夜にて貯策的に t嫌気的何れにも汚白色。集落の護育ナるのが認められた。叉嫌気

的に分離せるものは斜面の一部に亀裂を生じて浮き上り或は空隙を生じて明らかにガスD 費生

する ζ とを認めた。

賓除。便宜上試rl各鐸詰より夫k紋粋分離せる菌を A，B，O， D， E※菌と呼ぶ乙と Lする。

3. 耐熱試験

供試樺詰は何れも第 1表 (A)に示す通り常法通り加熱殺菌されたものであるが、上記の分離

細菌は果して如何程二の温度に封して耐え得るやは資際耀詰笠壇上最も重要なる技術的な問題で

あって、と \..R於て前記純粋分離培養の 5菌徐より 1~2 白金耳宛釣菌し、 ijf.kプイヨンに接

種 3iO
O <D恒温器にて 1~3 霊夜培養増菌し後アンプルに培養液を吸ぴ上げ封じ第 2表に示ナ

誼度、時間で泊浴中で耐熱試験を行い後乙の培養液を葡萄糖プイヨンに注入しJ容解ワセリンを

以て封じ、恒温器に (37
0

C)入れ 1-2霊夜カni直してその菌ο生死を判定した。底f!jl温度及び

時聞は第1表 (A)で見る如〈健詰工場では大瞳 5l..b8. (108.8
0

0)‘で1時間 20分加熱している

ので本賓験に於ては 5Lb8.を基準と Lて 1Lb.づ L塵力を増し、時聞は 30介、 1時間、 1時

間30分に区切って試験した。その結果を第2表に示ナ。

耐熱試験の結果をみるに A，B， 0菌は概して耐熱性強くlOLb8.1時間-1時間 30分でも

向死滅しないものがある。之に反し D.E菌は前者に比して耐熱性弱く 8Lb8.1時間以上で

完全に死滅するととが判る。併し賓信金では熱俸導度。良いアンプルを使用して居る故賓際耀詰

工場D殺菌釜で殺菌ナる場合は自ら僚件が費って来るもO と考えられる。

t 註)※ A.B. C.E は高層培養より嫌気的に純粋分離せるもの、 Dは録祭的な卒板培養(液〉より鎗

録的に純粋分離せるもの。
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第 2表 分離菌¢耐熱性試験結果

‘、ご¥ 蒸気盛カ
時¥¥¥(温度)I 5 J恥 I 6 Lbs. 7 Lbs. I 8 Lbs. I 9 Lbs. I 川 bs.

閉そぷ¥I(附c斗旦塑LI一(問

A +γ 十 I +十寸 I +十十|寸十ナ 十十イ

B 十一 01+-01士一 01十士一 1+ー 01一一 O

30分 C +一一|ーー O 十十一

D 

。 。
±
 

-E  Iてて-Iて て-=-1てて-=-1::t-て了一一一一一一

÷11i-1t七;:;ι引ζ云|主÷

上二三三千l二三一
A +十寸|十十十|十十十 一一 01士一一|士一一

1時間30分 -Lじ竺目今-l-Tff;ι包丁ご
十 一 一 l 一 一 一 l 十一一 l 一一一 l

I E じ空 =_L~一二三」一三卜一一 l
(iA)上記加熱温度には土1・C の温度差あり。 o印はアンァ・ノレ破損し不明のもの。

D 

4. 分離細菌の性質

(1) 細菌の顕微鏡的検査

(i) 細菌の大さ測定

純粋培養を一室夜行ったものより一白金耳宛釣菌し、普通染色法で固定標本を作りその大さ

を測定した。分離細菌は何れも南端園味を帯びた短拝般菌でその大きさは次の如くである。

A菌 rt0.49μ，長 0.83.μ B菌巾 0.66μ，長 0.83μ

(J菌巾 0.66μ，長 0.66μ

E菌巾 0.83，u， 長1.l62μ

(ii)細菌の運動性

純粋培養より一白金耳釣菌し懸滴標本を作P検鏡しその運動性をみた。 A，0 は梢k遅動活

漉ならぎるも C，s，Eは頗る活畿に運動するのが認められた。

(2) 染色検査

D菌巾 0.66μ，長1.162μ

(i) 普通染色: 供試健詰よ P細菌を分離する際採取した液11-を少量スライド硝子上に塗抹

し、フクシン液にて染色し、検鏡し短拝菌なるととを認め、弐に叉純粋培養より同僚染色し検

鏡せる結果各菌とも短梓扶菌なるととを再び確認した〈第1園〉。

(ii)特別染色: 共に特別の染色法としてク。ラム氏染色法、 Moller氏芽胞染色法、横田氏鞭

毛染色法等にて夫k染色を行った。その結果は弐の如くである。

-98-



Fig. 1. (X2，500) J!Pちダラム染色は全部陽性、芽j泡染色の結果全部胞子を

有すると とが判明し、又鞭毛染色・では A，B，C，D菌はl附t

'P:1本有し、E菌のみ鞭宅 1本:を布するものと、他に雨端

に 1本づっ有するものも あるととが判った。

l31 細菌の埼笈的性質検査

細菌の舟養的性質を検査するためヂエラチ ンヂ板時委、

軍基天平叙培養、 i!lJJ線局養、チエラチン穿~ilJ待養、稲荷糖寒

天穿事IJ培養、主主夫穿刺培養、馬鈴主主iT音3妻、牛宇1培養、リト

?ス牛宇i培主主の Dfj[ l!H R )I，tき埼3量的性質を観祭し?と。そο

結果は第3表~第11表に示す如 くである。

第 3表 ヂエラチン.2f板滋養器

工ょと?l
a集予喜四大き

A B C D E 

.さ t直行り

b.形扶

C.表 面性 質

d集 務白 内
.部構造

e.集落白周法

f.光撃的性質

g.液化性

形

外

Jik 

視

日山，-0.34mn'10.22mm -0.550101 

!!!~i I!k 型~i 耳是

凸川形に隆1J起iねし
表而は

同 ti. 

一す部も頼粒Z止をな
他は不!IJl

周闘車書f官l粒例j般をなす
も内 然とせず

波 形 波形又は倒形

IJ不透明で汚白色
E集i客のみ内白色1

同 ti. 

液 イl二 液 イヒ

$.Hた陥波 同 左

l 液化部有~lにどる 同 ti'. 

0.3911101 -0.46mm
I
0.'(2mm -0.55-0101 

型li 立た 目占 I!k 

同 左 fliJ 友

納粒耳元或はwn粒欣 同 左

波形、不定形 凶形、不定形

問 左 同 ti. 

液 fI二 液 イヒ

同 左 伊i 左

同 左 同 左

0.llmm-0.26mll1 

波形或は金問l

同 左

液化

向左

同 友

くfa)※ 本I古援基は常温 く17-20.C)にて放置、約2豊夜にて集落田王室育を見それより念i放に液化を始め、

2，住夜宇位にて金制;液化する。

第 晶表寒天千 板橋 養提 唱

己ケ[A B C D E 

品集く落底の的大さ 1|1| 0.61mm~0.71mml0・3301m-0.6501m0.41 mm-0.72mm'O.46mm -072mm 0.310101-0.66川 m

b.汗3 依 !!'Ji 欣 同 1足 同 左 同 左 r~J 左

I!!I側j伏に隆起し
-表而 性 質 '1表 而 は mぬ 同左 同 左 l司 左 同 ti. 

d集 落 の 内 内部頼粒I!k、周 周闘細粒妹、内
内部不明 内部不明 一部細粍欣をなす.部構造 l閣 不 明 部不明 ， 

e.集予喜四周遊 波 Æ~ ~状 耳形欺、侵蝕扶 波形 Jik 尽ヨDきeる 欽 日ョー言な、 ~[止

1不透明t/j白色よ I不透明 汚 白色
同 左 問 友 I司 左f.光撃的佐賀 り補色に近 S，JlI集落 Dみ汚白色

E集裕のみ自制色。

くitl::.※ 恒温君&(37"C)で 1-2i!l:夜にて集落白置を育を見る。
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第 5表寒天割線培

E 

樹校扱

同左

樹校紙

同te.

C B A 

料i皮獄

隆 j起鉄
腕寓員長

波 動 !fk

的性質 白illi様光津

素生産e.色

f.符 左-同

g.臭

h益養
I ;i't:'J※恒滋器ぐ37"めで 1-2童夜にて充分後育を見る。

牛酪質

E D 

ヂェラチン穿刺培養※

B 

第 6表

A ji:11 
左伊I左同:1' Ali~~円竺-L竺三」 同 左 t-左同左同局ヰ玉虫

耕、平絞員長糸Zた糸扶糸晃た糸

朕

表面・4母膜;形成、
液化部 4 援にi困
濁

居噴火口扶7~た

、調
成
に

形
様

膜
一

皮
部

商
化

表
波
濁

暦Z是

表面皮膜形成、
液化部一様にi風
満

屠噴火口献

表面皮膜形成、
液化部上層部調
濁下部半透明

液化歎 震

表面皮膜形成、
液化部粉々減濁

ヂ

扶
液化ヂエラ
ンの性

はu※ 常温く17"-20'C)で放置約2章夜宇にて菌の愛育や見、チ、エラチ V司王板杭養よリ緩慢に液化する。

皮 J伏

第 7表 葡萄糖寒天穿刺培養摂

』 積極
¥¥A  B C 

項目 ¥ ¥I-

表面護育絞態 i隆起妹、山!偏平岡滑 l隆起妹、附依[ 同

穿刺線開 iM!皮い皮歎|腕皮紙

〈註〉※ 恒温器 (σ37"0)で2-3垂夜にて繭菌-の獲育を見る。

左

E 

皮

同

叫
牌1た

左

D 

心ヴ11
第 8表寒天穿刺培養泌

l B I C ， I D 

卒|偏 平| 粉々偏卒|平常キ偏卒|粉 h 偏卒

扶 11潤 滑 |λI、なる被唐紙 11司 滑|敏暦)[長

A 

キ偏

暦

Jlk 皮!賊!I~ 皮守株扶皮練
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第 9衰弱鈴薯培養孫

一¥よ:¥1 A s C D E 

3.形 扶 不規則形|同左 同 左 同左 同友

凸闘般、 7M~股偏卒、国情 商沙脈、鍛居欣

c.周 造 波形!lt 波形扶 裂片扶 同左 波 形 脈

d.光事的佐賀白:~[様光淳 不透明 不 透 明 透 明 不 透 明

暗黄 色 同左 基暗質黄 色
暗黄色

f.色素生産集 落 及 び 基 質 共 同 左 集落及び基質共

f.密度牛 際 質 問左 同 左 粘 着 質 牛商品質

有.強

h益養基:11 音黄色 同左 同左 同 左 同左

(註?※ 恒混器(37'C)で 3-5章夜にて菌の量産育を見る。

第 10表牛 乳培養築業

よヴll
A B C D E 

a反腹l 酸性|同左[同友 同左 同友

b臭気|弘弱|有弱 有弱 有、弱 有弱

e・瓦新形成 F l ? ? ? ? 

d密 度ペアトン化|同左 同左 同友 同左

I軟
.性凝固宮容質の E完全ぺプト ν化1 同 左 同 左 同 左 同 tr.. 

血液透明 t 

f筑精少量i嗣濁 i同左 同左 同 左 同 友

く註)※ 恒湿器(37'C)で 3-4霊夜にて菌の量産育を認め、完全ペプトシ化するに陪 1ヶ月以上要した。

第 11;表 リト マス牛乳培養様

一自主~II A B C D E 

3.反 態 酸 性 同 左 阿 ft 同 A 同 左

b.臭 気 有、 強 有、税A強 有、 星電 有、 車量 有、税身重量

c.瓦斯形成 F F F ? ? 

d.密 度 ベプト ν化 同 左 同 三生 同 左 同 左

I軟
凝固部の

ι性質 E完全ペプトン化 同 左 同 左 同 左 同 1r.. 
E液透明

f.筑 精 小量、 i爾濁 同 左 同 左 同 左 同 ft 

く註〉※ 恒湿器(37'C)で:3_ 4~昼夜にて菌の愛育を認め、完全ペプトンイヒするには 1 ヶ月以上要した。
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以上9種類の埼養ALにより分離細菌D培養的性質を各項目に渉り検査したが、その性質は大

慣に於て類似して居り、各菌ともヂエラチンを液化する力が非常に強〈、即fぅ蛋白質の分解が

急激に行われるのが特徴の様に思はれる。

5. 分離細菌D 再接種試験

分離細菌をカニ躍詰内に再接種し、その健詰内にて加熱試験を行うため先づ正常なる蟹2掠

鰻詰を 5少開躍し、別の蟹2説室曜に内容物を詰め換え俄葦右としておく。次に純粋培養せる 5

種の菌株を 1-2白金耳づっ採り夫々減菌生理的食塩水にて稀揮し、之より減菌ピベットにて

1c・C.液を吸ひ上げ、 f民蓋せる鯉内容物に注入する。 菌を接種した健詰は直ちに鮫巻締を行い

100
0

0 で 10分間耽筑をなし、後各締殺菌する。殺菌終了後急冷し恒温器 (3i
O

O)に入品て加温

検脊をする。との賓験結果を第12表に示した。

第 四表耐熱試験結果栄

¥¥滋

必;官度 I6 Lbs. I 7Lbs. I 8Us・I9Lbs. 10 Lbs 

防1種、¥I(109.9'CJ! (111.3'C)' (112川 (113.9'C)(! 15.2'C) 

I A I 

I B 

1時間¥ c 

1D B 

寸一

(，i主〉※ A，B. C， D，E共に 3-4聾夜おそ〈とも一週間
の中に膨脹す。

結

第四表に示す通り A菌は 9Lbs. 

(1.13.900)で膨脹， B菌は7Lbs.(J11.3
0

0) 

で、 C菌は 8Lbs. (112.70

0)， D， E.菌

は共に 6Lbs. (109.6
0

0)で夫々膨脹し

た。之等膨脹樺詰より夫k再度膨脹原

因細菌を分離したが、之等D 諸性質は

接種細菌の諸性質と同じもDであると

とが判った。以上により今回の賢験に

供せる蟹躍詰の膨脹原悶がとの分離細

菌の耐熱性によるもので、即ち殺菌の

不足に起因するものであるととが確認

された。

論-

以上の諸宜験より見るに供試躍詰よ P分離された耐熱性の 5種の菌株は何れも類似の性質を

有するO かくの如き細菌が製造工程中如何なる経路を経て侵入したものであるかど重要なる問

題になる。該製品は第 1表にも示ナ如く常法通 P製遣されたものであり、巻締も理想的な猷態

とは言い難いが、そのために膨脹の原因になるとは考えられ友い程度で、あった。依て本細菌は

拐i網の際海底の泥土が原料に附着し来れるか或は工場内床叉は周国の土砂叉は汚染せる製造月1

71<を使用したととに起因しているのではないかと思考される。

以上諸試験を綜合観察するに分離細菌は耐熱性iこ於て差はるるが B..rge:匂 Determinati ve 

Bacteriology' 6) によるに何れも同一菌種に属し BαC.mesenteric倒的tlfJat附に類似の菌と考

えら(t.，る。

要 約

(1) 本研究む試料は何れ，もタラバ蟹健詰(蟹2披〉にして何れも膨脹せるも心でるる。

(2) 細菌の分離に営つては嫌気的、好策的雨方面より研究し、その何れにも護宵する通性嫌

気性細菌なるととを認めた。
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(31 何れも耐熱性の短梓蹴菌であって、就中 A，B，C菌は D，E菌より耐熱性が強くやI

れ，も芽胞を形成ナる。

凶培養性質は各菌共大韓踊似し耐寿命性に於て差はあるが同一菌陸であって Bae・mesente-

rieU8 valグαtU8 に属ナるもD と思はれ，る。

(5) 分離菌をllf.接種試験し、膨脹原因が本細菌の耐熱性による殺菌不足の結果であることを

確認した。

本質験の貴地yこ!捺し移始協力された研究室の諸氏に劃 L深甚友る謝意を表する。
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